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「ピカソ・陶芸の世界」より
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二
十
世
紀
を
代
表
す
る
巨
匠
で
あ
る
パ
ブ
ロ
・
ル
イ

ス
・
ピ
カ
ソ
（
一
八
八
一
〜
一
九
七
三
）
は
、
世
界
中
で

最
も
有
名
な
画
家
の
ひ
と
り
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
彼
が
絵
画
だ
け
で
な
く
陶
芸
や
彫

刻
、
そ
し
て
版
画
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
し

て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
た
翌
年
の
一
九
四
六
年

夏
、
南
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ァ
ロ
リ
ス
で
開
か
れ
て
い
た
陶
器

市
を
訪
れ
た
ピ
カ
ソ
は
、「
マ
ド
ゥ
ー
ラ
」
と
い
う
工
房

で
陶
器
を
制
作
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
絵
画
的
要

素
と
彫
刻
的
要
素
が
入
り
交
じ
っ
た
「
陶
芸
」
と
い
う
ジ

ャ
ン
ル
に
魅
了
さ
れ
、
以
来
生
涯
に
三
千
点
を
超
え
る
作

品
を
生
み
出
し
た
の
で
す
。
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ま
た
、
本
展
を
ご
覧
に
な
っ
て
創
作
意
欲
が
呼
び
覚
ま

さ
れ
た
方
々
の
た
め
に
、
ど
な
た
で
も
随
時
ご
自
由
に
参

加
い
た
だ
け
る
紙
皿
ス
ケ
ッ
チ
コ
ー
ナ
ー
「
ぼ
く
も
わ
た

し
も
ピ
カ
ソ
だ
よ
！
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
第
三
展
示
室
内
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ピ
カ

ソ
の
作
品
を
見
な
が
ら
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ラ

ス
ト
を
描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。
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「
楽
し
い
色
と
形
に
出
会
う

ピ
カ
ソ
・
陶
芸
の
世
界
」

四
月
二
十
日
（
金
）
〜
六
月
三
日
（
日
）

﹇
会
期
中
無
休
﹈

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
・・・・
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

本
展
で
は
、
陶
土
を
使
っ
た
非
常
に
珍
し
い
オ
リ
ジ
ナ

ル
彫
刻
作
品
『
黒
と
白
の
み
み
ず
く
』
を
始
め
、
ピ
カ
ソ

が
制
作
し
た
母
型
か
ら
生
み
出
し
た
限
定
番
号
入
り
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
『
ア
ン
ブ
ラ
ン
ト
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ド
・

ピ
カ
ソ
』
と
、
ピ
カ
ソ
の
了
解
の
も
と
で
、
マ
ド
ゥ
ー
ラ

工
房
の
陶
工
が
ピ
カ
ソ
の
原
作
を
基
に
限
ら
れ
た
数
だ
け

制
作
し
た
『
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
ピ
カ
ソ
』
を
合
わ
せ
て
約

百
五
十
点
展
示
す
る
ほ
か
、
彼
が
個
展
や
友
人
と
の
展
覧

会
の
た
め
に
制
作
し
た
リ
ト
グ
ラ
フ
に
よ
る
ア
ー
ト
ポ
ス

タ
ー
二
十
三
点
、
及
び
エ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
技
法
に
よ
っ

て
制
作
さ
れ
た
版
画
四
十
一
点
を
加
え
、
一
堂
に
紹
介
し

ま
す
。

ピ
カ
ソ
の
自
由
奔
放
で
独
創
的
な
発
想
か
ら
生
み
出
さ

れ
た
、「
生
命
力
」
と
「
遊
び
心
」
た
っ
ぷ
り
の
楽
し
い

色
と
形
に
出
会
う
こ
と
で
、「
つ
く
る
」
こ
と
へ
の
興
味

を
深
め
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

『Diaulos  player（笛吹奏者）』1947

『貧しき食事』1904（1913）高崎市美術館蔵

平
成
十
三
年
四
月
二
十
日
（
金
）
〜

七
月
一
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

『Laughing-eyed face（笑い眼の顔）』
1969.1.9

◇
観
　
覧
　
料

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

大
高
生

一
　
般

７
０
０
円

６
０
０
円

３
５
０
円

３
０
０
円

個
　
人

団
　
体

¬Succession Picasso,Paris & BCF,Tokyo,2001



「
現
代
美
術
展
」
は
石
川
県
下
で
最
大
規
模
を
誇
る
公

募
展
で
す
。
そ
の
歴
史
も
古
く
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二

十
年
十
月
、
敗
戦
に
よ
る
混
乱
の
中
に
も
関
わ
ら
ず
「
美

術
文
化
の
向
上
に
よ
る
新
日
本
建
設
へ
の
寄
与
」
を
掲
げ

て
記
念
す
べ
き
第
一
回
展
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
以
後
、

毎
年
継
続
さ
れ
今
年
で
五
十
七
回
目
を
迎
え
ま
す
。

七
尾
展
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
一
年
六
月
の
同
第
二

回
展
が
七
尾
を
会
場
と
し
て
開
か
れ
、
そ
の
後
平
成
七
年

四
月
の
当
美
術
館
開
館
以
後
は
能
登
地
方
関
連
作
家
作
品

を
中
心
に
、「
現
代
美
術
展
」
の
地
方
展
と
い
う
形
で
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
展
は
県
内
在
住
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間

国
宝
）
を
筆
頭
と
す
る
現
代
の
美
術
界
を
牽
引
す
る
作
家

作
品
を
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
更
な
る
制
作
活
動
を
し
て
い

こ
う
と
い
う
新
進
気
鋭
の
作
家
ま
で
、
幅
広
い
層
か
ら
作

品
が
応
募
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
千
点
に
も
お
よ
ぶ
そ
れ
ら

の
作
品
よ
り
、
入
選
率
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
厳
し
い

審
査
を
経
て
入
選
作
品
が
選
抜
さ
れ
、
展
示
さ
れ
る
の
で

す
。

◇
観
　
覧
　
料
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大
高
生

一
　
般

５
０
０
円

４
０
０
円

３
５
０
円

３
０
０
円

個
　
人

団
　
体

「
第
57
回
現
代
美
術
展
　
七
尾
展
」

六
月
八
日
（
金
）
〜
七
月
一
日
（
日
）

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
・・・・
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

「第56回現代美術展」（昨年開催）
美術文化大賞・委嘱賞受賞作品

『陽だまりの部屋』（洋画） 西房浩二

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「第56回現代美術展」（昨年開催）
美術文化特別賞・最高賞受賞作品

『ブラックホール』（工芸） 向瀬孝之

こ
れ
だ
け
の
作
品
を
一
堂
に
観
賞
で
き
る
機
会
は
貴
重

で
あ
り
、
石
川
県
に
お
け
る
現
代
美
術
の
流
れ
を
展
観
す

る
絶
好
の
機
会
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

七
尾
展
で
は
「
現
代
美
術
展
」
入
選
作
品
の
中
か
ら
、

能
登
地
区
（
押
水
町
以
北
）
在
住
者
の
作
品
、
最
高
賞
・

次
賞
・
委
嘱
賞
受
賞
作
品
、
能
登
地
区
在
住
お
よ
び
出
身

委
嘱
作
家
作
品
、
財
団
法
人
石
川
県
美
術
文
化
協
会
役
員

の
作
品
を
選
抜
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・

写
真
の
六
部
門
で
約
二
〇
〇
点
を
展
示
予
定
で
す
。

「第56回現代美術展　七尾展」 展示室風景

「第56回現代美術展　七尾展」
展示室風景

主
　
催

財
団
法
人
七
尾
美
術
館

財
団
法
人
石
川
県
美
術
文
化
協
会

北
國
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
金
沢

ラ
ジ
オ
な
な
お

後
　
援

能
登
地
区
各
市
町
村
教
育
委
員
会
（
予
定
）



四
月
二
十
二
日
（
日
）

開
場
　
午
後
六
時
〜

開
演
　
午
後
六
時
三
十
分
〜

ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー
ト
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
電
子
オ
ル
ガ

ン
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
各
楽
器
の
独

奏
の
ほ
か
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
も
し
ま
す
。
豊
か
な
音
色
を

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

入
場
料

（
大
人
）
千
円
・
（
小
人
）
七
百
円

主
　
催

ブ
リ
ラ
ン
テ

後
　
援

北
國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

能
登
ピ
ア
ノ
レ
ス
ナ
ー
会

七
尾
パ
ソ
コ
ン
家
庭
教
師
Ｓ
Ｅ

連
絡
先

干
場
　
一
葉

@
（
〇
七
六
七
）
七
四
―
一
三
五
二

六
月
十
七
日
（
日
）

開
場
　
午
後
一
時
十
五
分
〜

開
演
　
午
後
一
時
三
十
分
〜

石
田
ゆ
か
り
ピ
ア
ノ
教
室
の
発
表
会
で
、ピ
ア
ノ
ソ
ロ
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
演
奏

し
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
映
像
も
用
い
、
絵
・
お
話
・
音
楽
と

楽
し
い
音
の
世
界
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

石
田
ゆ
か
り
門
下
生

後
　
援

ミ
ヤ
コ
音
楽
堂

能
登
ピ
ア
ノ
レ
ス
ナ
ー
会
等

連
絡
先

石
田
ゆ
か
り

@
（
〇
七
六
七
）
五
三
―
四
六
二
八

昨
年
十
一
月
に
「
第
一
回
七
尾
美
術
館
友
の
会

鑑
賞
の
旅
」
と
題
し
て
、
会
員
様
と
美
術
館
職
員

と
で
富
山
県
へ
美
術
鑑
賞
の
旅
に
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
次
回
は
も
う
ち
ょ
っ
と
暖
か
い
季
節
に
…

と
い
う
声
が
多
か
っ
た
た
め
、
二
回
目
と
な
る
今

回
は
左
記
の
通
り
に
決
定
し
ま
し
た
。
皆
様
か
ら

の
お
申
し
込
み
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
日
　
　
　
程

六
月
十
六
日（
土
）

・
見
学
予
定
地

加
賀
方
面
の
美
術
館
ほ
か

・
参
　
加
　
費

五
、〇
〇
〇
円
（
友
の
会
会
員

以
外
の
方
は
六
、〇
〇
〇
円
）

・
募
集
定
員

先
着
四
十
五
名

（
対
象
は
原
則
と
し
て
成
人
）

◆
お
申
し
込
み
方
法

・
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
五
月
一
日（
火
）
以
降

に
参
加
費
を
添
え
て
当
館
受
付
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
催
し
案
内
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◇
映
画
上
映
会
　
﹇
入
場
無
料
﹈

毎
月
第
二
・
四
土
曜
日
　
午
後
二
時
〜

・
四
月
二
十
八
日
、
五
月
十
二
日
・
二
十
六
日

「
楽
し
い
造
形
活
動
〜
材
料
と
遊
ぶ
〜
」（
二
十
分
）

・
六
月
九
日
・
二
十
三
日

「
表
現
の
い
の
ち
〜
感
じ
る
心
を
深
め
る
〜
」

（
二
十
分
）

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

七
尾
美
術
館
で
は
こ
れ
ま
で

「
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵

本
原
画
展
」
開
催
時
な
ど
に
、
子

ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は

さ
ら
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
力
を
入
れ
、「
み
る
」

だ
け
で
な
く
「
つ
く
る
」
楽
し
み
も
体
験
で
き
る

…
そ
ん
な
親
し
み
や
す
い
美
術
館
を
目
指
し
、
参

加
型
の
展
覧
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
今
年
度
最
初
の
試
み
と
し
て
、「
ピ
カ

ソ
・
陶
芸
の
世
界
」、「
夏
の
優
品
展
」
開
催
時
に

左
記
の
通
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

お
楽
し
み
に
！

◆
四
月
二
十
日
（
金
）
〜
六
月
三
日
（
日
）

（「
ピ
カ
ソ
・
陶
芸
の
世
界
」
開
催
期
間
中
毎
日
）

◎
紙
皿
ス
ケ
ッ
チ
コ
ー
ナ
ー

「
ぼ
く
も
わ
た
し
も
ピ
カ
ソ
だ
よ
！
」

第
三
展
示
室
に
て
会
期
中
随
時
開
催

（
参
加
費
無
料
・
予
約
は
い
り
ま
せ
ん
）

※
詳
し
く
は
二
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
八
月
一
日
（
水
）
〜
八
月
十
四
日
（
火
）

（「
夏
の
優
品
展
」
開
催
期
間
中
）

◎
木
彫
講
座
「
子
ど
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
誕
生
！
」

美
術
館
横
「
芸
術
と
や
す
ら
ぎ
の
広
場
」
に
て
、

工
芸
家
・
滝
川
千
春
先
生
と
一
緒
に
木
彫
制
作
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

・
参
加
費
　
　
無
料

・
対
　
象
　
　
小
学
校
高
学
年
〜
中
学
生

・
定
　
員
　
　
三
十
名
（
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

石
川
県
七
尾
美
術
館

@
（
〇
七
六
七
）
五
三
―
一
五
〇
〇

ブ
リ
ラ
ン
テ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト

第
三
回
メ
ロ
デ
ィ
ー
パ
レ
ッ
ト

参
加
者
大
募
集
!!
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・
油
彩
画
『
二
人
・
遥
』

佐
々
波
啓
子

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
制
作

第
85
回
記
念
光
風
会
展
出
品

・
油
彩
画
『
映
（
は
ゆ
）』

佐
々
波
啓
子

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
制
作

・
油
彩
画
『
萌
（
も
ゆ
）』

佐
々
波
啓
子

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
制
作

第
56
回
現
代
美
術
展
金
沢
市
教
育
委
員
会
賞
受
賞

※
以
上
、
佐
々
波
啓
子
氏
よ
り
寄
贈

・
油
彩
画
『
イ
エ
ー
ル
の
街
角
』

田
辺
栄
次
郎

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
制
作

第
44
回
一
陽
会
展
遺
作
出
品

※
藤
井
多
鶴
子
氏
よ
り
寄
贈

・
油
彩
画
『
居
酒
屋
』

中
村
静
勇

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
制
作

神
奈
川
県
選
抜
展
新
作
家
賞
受
賞

・
油
彩
画
『
も
う
一
つ
の
風
景
』

中
村
静
勇

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
制
作

第
63
回
第
一
美
術
展
文
部
大
臣
賞
受
賞

・
油
彩
画
『
セ
レ
ナ
ー
デ
（
Ⅱ
）』

中
村
静
勇

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
制
作

第
71
回
第
一
美
術
展
出
品

・
素
　
描
『
造
船
場
の
あ
る
風
景
』

中
村
静
勇

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
制
作

・
素
　
描
『
モ
ン
ト
レ
ー
岩
波
』

中
村
静
勇

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
制
作

・
素
　
描
『
モ
ン
ト
レ
ー
』

中
村
静
勇

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
制
作

・
素
　
描
『
ミ
レ
ー
の
家
』

中
村
静
勇

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
制
作

・
素
　
描
『
坂
下
の
家
』

中
村
静
勇

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
制
作

※
以
上
、
中
村
静
勇
氏
よ
り
寄
贈

・
書
　
『
和
歌
一
首
（
伏
見
天
皇
御
製
）』

高
木
聖
鶴

※
坂
本
賢
一
氏
よ
り
寄
贈

・
写
真
『
ベ
ィ
ビ
ー
』

斉
田
正
一

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
制
作

ジ
ャ
パ
ン
ア
ー
ト
二
〇
〇
〇
展
出
品

※
斉
田
正
一
氏
よ
り
寄
贈

新
所
蔵
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
「
所
蔵
品
展
」

な
ど
で
順
次
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
具
体
的
な
展
示
期
間
な
ど
に
関
し
ま
し
て

は
、
美
術
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
十
二
年
度

新
所
蔵
品
紹
介

「萌（もゆ）」佐々波啓子

「イエールの街角」田辺栄次郎

「もう一つの風景」中村静勇

「ベィビー」斉田正一

「
和
歌
一
首
（
伏
見
天
皇
御
製
）」
高
木
聖
鶴

昨
年
度
（
平
成
十
二
年
度
）
中
、
新
し
く
当
美
術
館

所
蔵
品
に
な
っ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。



せ
た
直
後
の
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
六
月
十
五
日
、
久

蔵
は
亡
く
な
り
ま
す
。
享
年
僅
か
二
十
六
歳
だ
っ
た
と
さ

れ
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
久
蔵
の
死
は
、
一
門
に
と

っ
て
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
な
打
撃
で
し
た
。
等
伯
も

大
い
に
嘆
き
、
そ
の
悲
し
み
が
名
作
『
松
林
図
屏
風
』
を

誕
生
さ
せ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
久
蔵
が
描
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
作
品
は
、
先

述
の
『
桜
図
』（
国
宝
）
の
他
、『
朝
比
奈
草
摺
曳
図
絵
馬
』

（
重
要
文
化
財
・
清
水
寺
所
蔵
）、『
大
原
御
幸
図
屏
風
』

（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）
で
す
。

別
名
「
等
後
」
と
も
い
い
、
等
伯
の
次
男
と
い
わ
れ
ま

す
。
生
年
は
不
明
で
す
が
、
長
男
の
久
蔵
と
同
じ
く
先

妻
・
妙
浄
の
子
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
の
等
伯
の
子
と
同
様
、
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
判
然

と
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
存
す
る
宗
宅
作
品
の
、
等
伯
に

比
べ
て
独
特
の
柔
ら
か
さ
を
持
ち
合
わ
せ
た
作
風
に
よ

り
、
と
て
も
繊
細
な
性
格
の
画
家
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

������
������
������
������
������
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������
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長
谷
川
等
伯
率
い
る
「
長
谷
川
派
」
に
は
、
実
子
で
あ

る
久
蔵
、
宗
宅
、
宗
也
、
左
近
の
四
人
の
男
子
の
他
、
最

近
提
唱
さ
れ
て
い
る
等
秀
、
等
学
（
等
岳
）
の
二
人
の
娘

婿
や
、
多
く
の
弟
子
達
が
活
躍
し
て
い
た
と
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
シ
リ
ー
ズ
第
一
回
目
と
し
て
、
等
伯
の
一
番
身
近

な
存
在
で
あ
る
久
蔵
・
宗
宅
・
宗
也
・
左
近
の
四
人
の
息

子
を
紹
介
し
ま
す
。

等
伯
の
長
男
で
、母
親
は
先
妻
の
妙
浄
と
い
わ
れ
ま
す
。

等
伯
の
四
人
の
息
子
の
内
、
少
な
く
と
も
久
蔵
は
能
登
生

ま
れ
だ
と
さ
れ
ま
す
。
等
伯
は
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）

に
上
洛
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
時
久
蔵
は
ま
だ
幼

年
で
、
恐
ら
く
母
親
に
抱
か
れ
な
が
ら
の
旅
路
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

上
洛
後
、
画
業
に
励
む
父
の
背
中
を
見
な
が
ら
育
ち
、

幼
い
頃
か
ら
絵
の
勉
強
を
重
ね
、
才
能
に
も
恵
ま
れ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
、
若
く
し
て
父
・
等
伯
に
勝
る
程
の
実
力

を
身
に
つ
け
、
長
谷
川
派
一
門
中
で
は
彼
に
及
ぶ
者
は
い

な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
事
は
久
蔵
が
描
い
た
と
さ
れ
る
作
品
に
よ
く
表
れ

て
い
ま
す
。
特
に
等
伯
を
は
じ
め
、
一
門
が
総
力
を
結
集

し
て
制
作
し
た
『
祥
雲
寺
障
壁
画
』（
国
宝
・
現
在
、
智

積
院
所
蔵
）
の
現
存
部
分
の
内
、
久
蔵
筆
だ
と
さ
れ
る

『
桜
図
』
に
は
、
等
伯
筆
『
楓
図
』
と
は
異
な
っ
た
、
や

ま
と
絵
的
な
や
さ
し
さ
と
清
ら
か
な
叙
情
性
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
『
祥
雲
寺
障
壁
画
』
を
完
成
さ

等
伯
に
ま
つ
わ
る
人
々
（
そ
の
一
）

〜
等
伯
の
跡
を
継
ぐ
者
た
ち
〜

等
伯
コ
ー
ナ
ー

◆◆◆◆

長
谷
川
久
蔵
（
は
せ
が
わ
　
き
ゅ
う
ぞ
う
）

永
禄
十
一
年
〜
文
禄
二
年
（
一
五
六
八
〜
九
三
）

◆◆◆◆

長
谷
川
宗
宅
（
は
せ
が
わ
　
そ
う
た
く
）

？
〜
慶
長
十
六
年
（
？
〜
一
六
一
一
）

慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）、
等
伯
が
江
戸
へ
下
向
し

た
際
に
は
、
宗
宅
も
同
行
し
た
と
い
わ
れ
、
同
年
に
等
伯

が
没
し
た
後
は
、
宗
宅
は
朝
廷
よ
り
「
法
橋
」
の
位
を
授

与
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
宗
宅
が
当
時
の
権
力
階
級

よ
り
等
伯
の
後
継
者
で
あ
る
旨
を
認
め
ら
れ
た
と
い
う
証

で
あ
り
、
そ
れ
は
一
門
を
率
い
る
だ
け
の
力
量
が
備
わ
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
事
を
伺
わ
せ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
宗
宅
も
翌
年
の
慶
長
十
六
年
十
月
十

三
日
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
長
谷
川
家
に
は
久
蔵

の
夭
折
、
前
年
の
等
伯
の
死
去
に
続
い
て
の
大
き
な
不
幸

で
し
た
。
こ
の
後
の
長
谷
川
派
勢
力
の
衰
退
は
久
蔵
、
宗

宅
の
早
す
ぎ
る
死
が
大
き
な
原
因
で
あ
っ
た
の
は
間
違
い

な
い
で
し
ょ
う
。

宗
宅
の
筆
と
い
わ
れ
る
作
品
に
つ
い
て
は
『
李
白
・
陶

淵
明
図
屏
風
』（
北
野
天
満
宮
所
蔵
）、『
柳
橋
図
屏
風
』

（
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵
）、『
秋
草
図
屏
風
』（
南
禅

寺
所
蔵
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

別
名
「
新
之
丞
」
と
も
い
わ
れ
、
等
伯
の
三
男
で
母
親

は
後
妻
・
妙
清
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
や
は
り
不
明
な
点
が
多
い
の
で

す
が
、
兄
の
宗
宅
が
亡
く
な
っ
た
時
、
宗
也
は
未
だ
二
十

歳
代
前
半
の
若
さ
で
あ
り
、
こ
の
後
、
実
際
に
長
谷
川
派

要
人
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
た
の
は
、
現
存
作
品
の
制
作

年
や
、
江
戸
絵
画
的
な
画
風
な
ど
か
ら
江
戸
時
代
前
期
頃

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

等
伯
・
久
蔵
・
宗
宅
亡
き
後
、
狩
野
派
が
着
実
に
力
を

付
け
て
い
く
中
で
、
必
死
に
一
門
を
支
え
て
い
た
姿
が
想

像
さ
れ
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
画
力
に
つ
い
て
の
評
判
は

芳
し
く
な
く
、「
父
に
及
ば
な
い
」
と
の
厳
し
い
評
価
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
宗
也
作
品
に
は
独
自
の
繊
細
さ
が
表

れ
て
い
る
一
方
、
要
所
に
長
谷
川
派
の
画
家
ら
し
い
鋭
さ

石川県指定有形文化財
『十六羅漢図』（12幅内２幅）長谷川左近筆　大乗寺蔵

◆◆◆◆

長
谷
川
宗
也
（
は
せ
が
わ
　
そ
う
や
）

天
正
十
八
年
〜
寛
文
七
年(

一
五
九
〇
〜
一
六
六
七)
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当
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
展
覧
会
図
録
や

所
蔵
品
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
の
ほ
か
に
、
特
色
あ
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
で

も
コ
レ
は
お
す
す
め
！
と
い
う
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
シ
ン
プ
ル
＆
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
フ
ォ
ト
ス
タ
ン

ド
。
二
つ
の
ア
ク
リ
ル
プ
レ
ー
ト
に
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
挟

ん
で
台
座
に
セ
ッ
ト
す
る
、
と
い
っ
た
ス
タ
イ
ル
な
の
で

縦
型
に
も
横
型
に
も
使
用
で
き
ま
す
。

木
目
が
美
し
い
台
座
は
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
メ
ー
プ
ル
（
楓
）

か
ら
で
き
て
お
り
、
そ
の
形
は
美
術
館
の
ド
ー
ム
型
屋
根

の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
と
い
っ
た
感
じ
で
、
優
し
く
温
か
み
の
あ

る
風
合
い
で
す
。

次
は
、見
た
目
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
真
鍮
色

し
ん
ち
ゅ
う
い
ろ
の
小
物
入
れ
。

手
頃
な
大
き
さ
で
、
使
い
方
は
い
ろ
い
ろ
。
灰
皿
、
お
香

立
て
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
入
れ
な
ど
、
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス

ト
製
だ
か
ら
、
と
っ
て
も
丈
夫
で
す
。

ど
ち
ら
も
お
部
屋
に
置
い
て
主
張
し
す
ぎ
な
い
存
在

感
。
お
し
ゃ
れ
な
茶
×
黒
の
箱
入
り
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と

し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
い
か
が
？フォトスタンド　2300円

小物入れ　800円

を
垣
間
見
せ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
は
長
谷
川
派
の
伝
統
を

守
り
伝
え
て
い
こ
う
と
す
る
意
志
が
感
じ
ら
れ
、
や
は
り

そ
こ
は
さ
す
が
に
等
伯
の
子
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

長
谷
川
宗
也
は
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
八
月
六
日
、

七
十
八
歳
で
没
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
少
な
く
と
も
二
人
の

兄
よ
り
は
長
命
を
保
て
た
と
い
え
ま
す
。

宗
也
の
筆
と
い
わ
れ
る
作
品
に
は
『
大
黒
布
袋
角
力
図

板
絵
』（
八
坂
神
社
所
蔵
）、『
虎
図
板
絵
』（
清
水
寺
所
蔵
）、

『
葛
に
昆
虫
図
屏
風
』（
個
人
所
蔵
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

別
名
「
等
重
」
と
も
い
わ
れ
、
等
伯
の
四
男
で
宗
也
と

同
じ
く
後
妻
の
妙
清
の
子
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
没
年

は
不
明
で
す
が
、
現
存
作
品
銘
に
よ
り
少
な
く
と
も
寛
永

七
年
（
一
六
三
〇
）
ま
で
は
存
命
で
あ
っ
た
事
が
解
っ
て

い
ま
す
。

◆◆◆◆

長
谷
川
左
近
（
は
せ
が
わ
　
さ
こ
ん
）

文
禄
二
年
〜
？
（
一
五
九
三
〜
？
）

左
近
に
つ
い
て
は
「
自
雪
舟
六
代
」
を
称
し
て
い
る
点

が
特
記
さ
れ
ま
す
。
室
町
時
代
の
大
画
家
・
雪
舟
の
画
系

に
連
な
る
者
だ
と
し
て
、
等
伯
は
「
自
雪
舟
五
代
」
を
自

称
し
て
い
ま
し
た
が
、
左
近
は
更
に
そ
の
跡
を
継
ぐ
の
は

自
分
で
あ
る
と
宣
言
し
て
い
る
の
で
す
。

左
近
が
「
自
雪
舟
六
代
」
を
称
し
た
頃
（
寛
永
七
年
）、

久
蔵
や
宗
宅
は
既
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
少
な
く
と

も
も
う
一
人
の
兄
・
宗
也
は
存
命
で
活
躍
中
の
は
ず
で

す
。
左
近
は
ど
う
し
て
兄
を
飛
び
越
す
形
で
「
雪
舟
六
代
」

を
称
し
た
の
か
現
時
点
で
は
不
明
で
す
。
宗
也
や
他
の
長

谷
川
派
要
人
と
の
間
に
何
ら
か
の
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
作
風
は
他
の
兄
弟
達
と
同
様
、
等
伯
と
比
較
し
て

と
て
も
穏
や
か
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
長
谷
川

派
の
特
徴
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
狩
野
派
や
宗
達

風
の
影
響
な
ど
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
と
さ
れ
、
時
代
と

共
に
一
門
の
画
風
も
着
実
に
変
化
し
て
い
っ
た
事
が
伺
わ

れ
ま
す
。

左
近
の
筆
と
い
わ
れ
る
作
品
に
は
『
牧
牛
・
野
馬
図
屏

風
』（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
）、『
三
十
六
歌
仙
図
板
絵
』

（
海
津
天
神
社
所
蔵
）、『
十
六
羅
漢
図
』（
大
乗
寺
所
蔵
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

『秋草図屏風』（部分）長谷川宗宅筆　南禅寺蔵

当
館
で
は
本
年
八
月
二
十
五
日
（
土
）
よ
り
九
月
二

十
四
日
（
日
）
ま
で
特
別
展
「
長
谷
川
等
伯
シ
リ
ー
ズ
」

を
開
催
予
定
で
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
長
谷
川
派
の

絵
師
た
ち
」
で
、
本
文
で
紹
介
し
ま
し
た
等
伯
の
息
子

達
を
は
じ
め
、「
長
谷
川
派
」
の
作
品
を
紹
介
い
た
し

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
文
献
〉

・
「
長
谷
川
等
伯
」
土
居
次
義
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◆第１・第２展示室

◆第１・第２展示室 長谷川等伯シリーズ

長谷川派の絵師たち

長谷川等伯（1539～1610）は能登七尾出身で、桃山時代に京都で
活躍した画人です。本年は等伯が率いた「長谷川派」に焦点をあて、
後継者である息子や弟子達を中心に一門の作品を紹介します。なお、
第３展示室では「秋の所蔵品展」を同時開催予定です。

８月25日（土）～９月24日（月・祝）
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いよいよ春到来！とはいっても、時折肌寒い日もあったりする今日この頃。
そんな日は、ほっとするあたたかさ『白玉ぜんざい』はいかが？
やさしい甘さで、気持ちも体もなごみます。
また、コーヒー派の方にもおすすめしたいのが『レモンティー』。
おしゃれなティーサーバーで本格的な紅茶の味と香りが楽しめますよ。
「一度お試しあれß」
美術館ティールームは正面入口横にあります。

ティールームだけのご利用もできますのでお気軽にどうぞ。

（４月～６月）

◆４月　２、９～19

◆５月　無休

◆６月　4～７、11、18、25

「 夏 の 優 品 展 」
―池田コレクションを中心に―

―それぞれの四季―

第１展示室では、七尾市名誉市民である故池田文夫氏が収集した美術品「池田コレクショ
ン」より、さまざまなジャンルの作品を紹介します。第２展示室では「四季」をテーマに、
季節感溢れる近現代作家の作品を中心に展示します。

７月７日（土）～８月19日（日）

『竹虎図襖』（部分）禅林寺蔵

石川県七尾美術館だより 第25号（春号）
〒926-0855 石川県七尾市小丸山台1丁目1番地
TEL(0767)53-1500／FAX(0767)53-6262
http://www.city.nanao.ishikawa.jp/nanabi

◎次号・第26号（夏号）は７月７日発行予定です。

交通案内
車…………金沢より能登有料道路

利用約1時間30分

タクシー…JR七尾駅より約５分

徒　　歩…JR七尾駅より約20分

市内循環バス…JR七尾駅より西回りに
（まりん号） 乗車約6分

白玉ぜんざい500円
（玄米茶、塩昆布付） レモンティー350円


